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県民の幸せと地域のための“お役立ち”を

福井県民生活協同組合（福井市）

・プラスチック容器包装の削減やエシカルな商品の展開に取り組む
・地域社会とのつながりを重視した活動を

1. 地域や環境、人々などに配慮してモノやサービスを買う「エシカル消費」を推進 2.食品トレーを使わずに包装しているお肉の商品 3.地域の団体
や学校を対象にした環境学習会等を実施

“食の安全とくらしの安心で県民へのお役立ち”を使命に掲げ、SDGsが推奨される前から、ゴミを減らす
３Ｒの推進などを通して、地球温暖化などの社会問題に対応してきました。SDGsの理念と生協の理念
は重なりあうことから、地域と連携した取り組みを展開し、地域のために”お役立ち”を図っていくこと
が、県民の幸せと地域社会のためにつながっていくと考えており、SDGsへ積極的に関与しています。

県内で最初にレジ袋の有料化に取り組み、買い物袋持参率は９割以上を達成。収益金は地域の環境保全
団体へ寄付しています。また脱プラスチックの取り組みとして、ストローやスプーン、フォークの全員
への配布中止とバイオマスプラスチック素材への変更、お肉のノントレー包装、ペットボトルから紙
パックへの包材変更、ラベルレス飲料のほか再生プラスチックや植物由来プラスチックを使用した商品
の発売など、幅広く展開しています。

福井県民生活協同組合

住所 / 福井県福井市開発5-1603
事業内容 / 食料品小売販売、介護福祉、子育て支援、

共済、生活支援等
創業年 / 1978年
代表者 / 理事長 松宮 幹雄
従業員 / 1620名（2021年度末）
https://www.fukui.coop

SDGsに取り組むことで自治体や団体、学校など、

さまざまな地域の方とのつながりが増え、連携や

パートナーシップが生まれるようになりました。

海洋プラスチックの問題においては、地域のNPO

と連携して海岸清掃を行ったほか、ゴミ問題を知

る企画にも取り組み、現状と課題について理解を

深めました。
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